





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































先生方は “授業デザイン” と “授業シラバス” を
ちゃんと区別して理解しているんですか？」と聞い








































































































“アセスメント” は “評価” と訳されるんですね。
皆さんこれ、疑問を持ったことない？ “アセスメン




























































































































































































































































































































































































































































生が “補講” と言っていたけど、“補講” じゃないん
ですよ。“エクストラ” なんですよ。だから普通の
“居残って” やるだけです。でも、いま、彼らは一
生懸命に “ポートフォリオのコンセプトマップの書
き方” とかも平行して学習やっているから、時間が
足りなくて、文章を書く時間がないんですよね。だ
から、美奈さんが「来週から本当に文章を書きたい
学生だけ残って指導します」って。いま全体の４分
の１くらいですけどね。残って来ているわけです
よ。
そういう人たちが、今後どうやってどう変わるの
かという実験的なものをやっているから、みなさん
にできる事ではないんだけど、それだけやった手作
りの授業をしてあげれば、伸びるんじゃないかと思
うんですが。もう、実は本当に手応えがあるんです
よ。私もね、びっくりするくらい。
たとえばいままで、リフレクションシートってい
うのがあって、学生に授業終わってから15分間く
らいで授業の内容を書かせていたんですが、１行か
２行位しか書けないですよ。
いまは、私がシートいっぱいに書かないと受け取
らないから。ビシーっと書いてきますよ。本当、先
生方に見せてあげたかったくらいですけれど、ビ
チーっと書いてきますよ。ちょっとでもシートに空
白を作ってきたら、美奈先生が「この３分の１はど
こに行ったんですか？」って書いてくるからね。み
んなびっしり書くんですよ。書くことによって、段
落もちゃんとつけられるようになるし、もう本当に
ね、すごいよ。
勿論この授業はあの新聞記事と内容を教材にして
いるから、徴用工とかそういう政治的な問題も扱う
し、しかも徴用工の問題は帝京に来ている韓国人留
学生に突撃インタービューしたんですよ。すごいで
しょ。で、「美奈先生、ちょっと行き過ぎかな？大
丈夫かな？学生は消化不良にならないかな？でも、
まあやってみなきゃと」と静観してたら、ちゃんと
やってきて。ある学生は、「韓国の留学生にインタ
ビューしたけど、言っていることがわからない」
と、韓国の新聞を持ってきて、「留学生はこの新聞
のいうことを引用してなんか言っていたから、韓国
の新聞を取り寄せてインタビューやりたい」って言
うのです。彼らもやろうと思ったらちゃんとやれる
ようになる。
で、美奈さんと３年前からこの授業をやっている
んです。これは私の、集大成じゃないけど、理想的
な授業です。私は、大学の先生と社会人がペアを組
んで授業をするべきと思います。
私は15回全部やっていますけど、でも松本美奈
さんは、非常勤講師ではないから講師料なんか貰わ
ないんですよ。もうほとんどボランティアみたいな
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ものです。私は、給料を貰っていますけどね。こう
いう状況ですけど、私は常々、大学の先生と社会人
がペアになって授業をやれば、もっと学生が生の社
会状況が体現できるんじゃないかと。
実は、中小企業の社長さんが60名くらい学期中
に来るんですよ。リクルートするわけでもなんでも
なく、（もう内定しているかもしれませんけれども）
全部学生と一緒に授業を受ける企画を組むんです。
そういう事によって社長さんに「いま、学生にどう
いう授業が行われているか」ということを実感して
もらいたいという、そういう実験的な事をやってい
ます。これも授業やった後で学生と一緒になってグ
ループを作り、授業内容でスクラッチクイズをや
る。今日、先生方にもやった５問中３問が選択肢
ABCD全部正解なんです。
⑳　ICT＝（イコール）授業デザイン
という事で “授業はずーっと繋がっている” とい
う事です。アクティブラーニングというのは、繋
がっているからこそ学生に持続的な学習を施せる。
こういう風に、デザインしながら、そして、こうい
う学習環境を作りながら進める。じゃあ、アクティ
ブラーニングが本当に機能しているかどうかの評価
（アセスメント）は、私の本のタイトルではないで
すけれども、それが社会に通用するか否か。持続性
があるかどうか。という事ですよね。
一生懸命アクティブラーニングを使用した学習を
学校で、あるいは大学で勉強してそして、社会に出
ても、何も使えなかったら我々はなぜ勉強するんで
すか。
そういう事ですよね。皆さん方、一生懸命教えて
いたのは、社会に出てね、役立って欲しいと先生は
思っている訳でしょ。先生の理想は何ですか。先生
の理想は私の教えたことが、少しでも学生が社会に
出て役立てて欲しい、独り立ちした時何か役に立っ
て欲しい。そう言う気持ちじゃないですかね。試験
が終わったら、全部忘れてしまったら、先生悲しい
ですよね、と思いません？
という事で、これが私の本の表紙なんですけど
も、知識偏重型、そういうものをやめて、もっとア
クティブラーニングに行きましょう。というような
時期がきているわけですよ。
７）質問コーナー
〈1〉ティーチングパラダイムとラーニングパラダ
イムのバランスについて
（司会者 渡邊：先生方なにか質問がございました
ら。）
（質問者A先生）ティーチングパラダイムとラー
ニングパラダイムについてお伺いします。これは、
新旧ではなく両方必要なんではないですか。
（ゲーリー先生）お、はい。いいですよ。
（質問者A先生）僕は理系。例えば実験とか、そ
うするとベースとなる知識とか基礎というのは横の
関係。最初からそれは難しい。すると最初はティー
チングスタイルがあって、ケーススタイルがあっ
て、またティーチングスタイルという相互に移行す
るものではないのですか。
（ゲーリー先生）上野原のキャンパスの方、いま
素晴らしいね、質問が聞こえたかな。聞こえまし
た？もう一回言ってもらいましょうか。とても大事
なので、先生申し訳ない、向こうの人にも聞こえる
ように大きく。
（質問者A先生）新旧の差異ではなくて、縦の
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ティーチングスタイルも横のスタイルも両方必要な
んじゃないかと僕は思うんですが、どうでしょう
か。ということを聞いたんです。
（ゲーリー先生）素晴らしい。拍手はないんです
か？拍手は。
（一同：拍手）
（ゲーリー先生）いやー、素晴らしいですよ。そ
の通りです。その通りだけど、現実では２つに分け
て今日はまだ縦のクラスです。今日は横のクラスと
いうことはできないから、一つの中でいま先生が
言ったね、縦のクラスと横のクラスというのを考え
られないかな、というのが新しいタイプですよね。
だから分けてやるのは簡単だけど、それを一つの中
で、例えば、アクティブラーニングと言うのをとり
ます。
アクティブラーニングの中で、いま先生の言った
ことができるかどうか。できると、最先端の中で、
そういうその縦の関係の知識を授ける部分、そうい
うものと、それから、グループで活動する新しい学
習ものとのコラボレーション的なものと、そういう
のができないか、と言うことです。私、答えないで
すよ。
でも、そういうのを我々が探しているところなん
ですよ。だから、分けてやろうと言うのは一番簡単
だし、分けると言うことは、さっきの旧制高校と旧
制大学の話に戻っちゃうけど、求めているものでは
ないのです。一緒にして何ができるか。一緒にして
なんぼということですよね。だから縦と横の融合を
考えていくところに非常にポイントがある訳です
よ。
だから、この質問の内容はよくわかります。理に
適った質問だと思うんですけれども、答えは皆さん
方が考えてもらう、と言うことですね。
〈2〉リフレクションシートについて
（司会者渡邊：先生方、他にありましたら。）
（ゲーリー先生）はい、どうぞ。
（質問者B先生）貴重なご講演をありがとうござ
いました。何点かあるんですけれども、まず、リフ
レクションシートについてちょっとお伺いしたいの
ですが、先ほどの講義の話でわかりましたが、いっ
ぱい埋めて、埋めないといけないと聞いたと言うこ
とだったと思うんですけれども、具体的にその学生
がそのアクティブラーニングの中で学習した内容に
ついて振り返ることなのか、学習過程を振り返ると
言うことについて書いているのか、どちらを内容と
して、学生に書いてもらっているのかと言うことを
ちょっとお伺いしたいんですけれども。
（ゲーリー先生）はい。１つずつ行きましょうか
ね。
いい授業というのはたくさん仕掛けがあるという
事ですよね。ただ、リフレクションシートを書きな
さい。ではなくて、リフレクションシートを書くた
めの工程図というのがあるわけです。これは、A４
やA３というのですが。大きなものがあって、今日
の授業の達成目標というのがあるわけです。で、何
を達成したかっていうのを15回、線があってそこ
で書くんですよ。「自分で今日授業に臨むところは、
こういうところで、授業始まる前に、工程表の今日
の到達目標を自分で書いてください」と言って書か
せる。「最後にどこまで達成したか。自分で振り
返って書いてください」と言って書かせる。そし
て、リフレクションシートには「具体的に、どうい
う風に振り返ったのか」というのが書き易くなって
いる。
だから、授業前後の頭の中では、「リフレクショ
ンシートを書く」という、習慣と概念がもうができ
ているんですね。それはもう、毎回15回書いてあ
るから。その工程表というのがあって、その工程表
に学生がそれぞれ入れていく。
学生。私でもそう思うくらいきつい授業ですよ。
で、もっと凄いのはピアレビューしますよね。交換
するでしょ。そして相手のものを自分がそれになり
きって質問するわけです。相手のものと交換するん
ですよね。「あなたは、リフレクションシートにこ
う書いているけど、ここのところは、よくわからな
い」というような質問をする。で、この質問が非常
に難しいんですよ。言葉でやるから。
で、いま、コンセプトマップという話が出てきま
したよね。新聞をタダで配っているわけじゃない。
勉強するために配っているわけですよ。必ず１日１
回は新聞の自分が一番気に入った新聞を切り抜くん
ですよ。記事を切り抜いてそれを、A４のリフレク
ションシートみたいなのがあって、そこの裏に糊づ
けで、両面テープで付けて、その記事からキーワー
ドを選んで、それでキーワードからコンセプトマッ
プを裏面に書くんです。でも学生はやっている。感
心しますね。
 －終了－
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編集後記
土持ゲーリー法一先生の講演（2018年11月９日　
帝京科学大学千住キャンパス）は、途中休憩を取ら
ざるを得ないほどの長丁場でしたが、当日あっとい
う間に終わってしまったほど、人をひきつける内容
と話術（「術中にはまる」とはこういうことか。）に
は感服させられました。そして、何か我々に必要と
するもの、考察しなくてはいけないもの、いつか忘
れてきた教育的情熱…。このことを充分に思い知ら
された講演と演習内容で、それを教職員が自分のも
のにすることができれば、この講演記録集の価値は
高いものになるはずです。
また、この講演会開催をお認め頂いた沖永莊八学
長先生、FD委員会委員長の永沼充先生、紀要によ
る掲載を快くお認め頂いた総合教育センター長内藤
可夫先生に厚く御礼申し上げます。この講演会、ま
た記録集はFD委員会教員資質向上ワーキンググ
ループ下記の各先生のご協力にて行うことができま
した。厚く御礼申し上げます。
FD委員会教員資質向上ワーキンググループ
・医療科学部看護学科　　　　泉キヨ子先生
・生命環境学部生命科学科　　柴田安司先生
・医療科学部作業療法学科　　長谷川辰男先生
・医療科学部医療福祉学科　　加藤洋子先生
・教育人間科学部こども学科　吉川和幸先生
・生命環境学部生命科学科　　山口十四文先生
